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１．問題の所在

⑴特別支援教育における今日的課題

　我が国では従前より障害のある子どもとない子ども

との交流教育が推進されてきたが、2004年の障害者基

本法の改正を受け、現行『特別支援学校学習指導要領

解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』では、相

互の触れ合いを通じて豊かな人間性をはぐくむことを

目的とする交流の側面と、教科等のねらいを達成する

ことを目的とする共同学習の側面とを分かちがたいも
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のとして捉え、推進していく必要があること（文部科

学省、2009）が示され、共同することで何を学ぶかが

問われるようになった。　　　

　さらに、2012年「共生社会の形成に向けたインクルー

シブ教育システム構築のための特別支援教育の推進

（報告）」によって、多様な学びの場の連続体は維持さ

れたものの、我が国の教育においても、インクルーシ

ブ教育システム構築を推進することが明示された（中

央教育審議会初等中等教育分科会、2012）。これにより、

様々な自治体、学校において、障害のある子どもとな
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い子どもとが同じ場で共に学ぶことを追求する取組

や、そのための仕組みを整備する取組が進められると

ともに、各取組についての情報共有が行われるように

なった（国立特別支援教育総合研究所、2017）。

　しかし、これまで交流及び共同学習は、交流の側面

を重視した実践（石川・田口ら､ 2016）（藤木・廣田・

村中・齋藤､2015）が多くある一方で、川合､野崎（2014）

が指摘するように､「障害のある児童生徒と障害のな

い児童生徒間で繰り広げられる共同学習においては､

その重要性が指摘されながらも研究の蓄積が少な」く、

共同学習の側面については十分に検討されてはこな

かった。特に知的障害の場合は、情報保障の追加等、

教材や支援方法の変更・付加で参加しやすい感覚障害

や発達障害のある子どもと異なり、教育課程や学習内

容を修正することが必要となることから、共同学習の

側面を重視した実践は極めて少ない。

　この点について、陸川（2015）は、その要因として

授業進度の違いや個々の障害への配慮を十分に行うこ

との難しさを挙げる一方、合理的配慮の視点を取り入

れることで、音楽科や保健体育科、図画工作科などの

技能教科では、ねらいに迫った実践が展開できる可能

性を示しており、今後はさらに技能教科以外の教科に

拡大して実践を積み重ねることによって、新しい交流

及び共同学習が創造できるものとしている。

　このような意欲的な実践が増えつつあるとはいえ、

特に、国語科や算数科といった技能教科でない教科に

ついては、交流及び共同学習の実践は未だ十分検証さ

れていない。これら技能教科外の教科を知的障害児が

通常の学級で学ぶ場合、野口、米田（2012）が整理し

ているように、通常教育カリキュラムの教育内容、達

成水準、順序と時間割、指導方法の全てあるいは一部

に変更を加える必要があり、このことが決して容易な

ことではないことが、実践が進展しない要因であると

考えられる。

　しかし、障害のある子どもとない子どもができる限

り同じ場で共に学んでいくことを今後一層追求すると

き、教育目標や内容の修正を必要とする知的障害児を

対象として、技能教科外の教科においてどのように交

流及び共同学習を実践することが可能か、その授業づ

くりの過程や、両校児童、両校教師にとっての成果と

課題を明らかにすることには意義があると考える。

⑵本校における交流及び共同学習の取組

　群馬大学教育学部附属特別支援学校（以下「本校」）

では、子どもが卒業後、地域で生活することを見通し

て、相手や状況が変わっても身に付けた力を発揮する

ことにつながる学習を、在学中から積み上げていくこ

とを重視して授業実践をしてきている。その中で小学

部は、群馬大学教育学部附属小学校（以下「附属小学

校」）と校舎を共有するという利点を生かした日常的

な交流や定期的な行事交流を重ねてきた。

　しかし、実践をとおして、本校教師からは次のよう

な反省が挙がっていた。

・単発の行事交流が多い。

・してあげる、してもらうという関係が多く見られる。

・交流及び共同学習と日々の学習のつながりが弱い。

・楽しく活動できたが、それだけでいいのだろうか。

・交流相手にとっての学習を保障する必要がある。

　これらの反省から、交流及び共同学習の充実、改善

を図る機運が高まった。

　そこで、平成26年度から、交流及び共同学習におけ

る共同学習の側面に重点を置き、附属小学校教師と連

携して両校児童が教科のねらいに迫ることを目指した

単元を開発、実践、評価することに取り組んでいる。

　平成29年度は、以下の２点を重視して、交流及び共

同学習の価値を一層高めることとした。

・�かかわり合うことと、一人一人の学習とを両立でき

る学習活動を設定すること

・�どんなことに気付き、どんな力を身に付けたのかを

確かに見取り、評価すること

　さらに、本校では、子どもの将来を見据える視点か

ら、本校卒業生の就労先の方を対象とした聞き取り調

査を継続して行ってきた。その際、就労先の方から、

困ったことや分からないことを自分から伝えること

や、相手に伝わるように挨拶や返事をすることといっ

た、在学中にはできていたはずのことが、できていな

いという報告を受けることがあった。このような調査

結果から、相手や状況が変わっても自分の考えを伝え

たり、相手の話を聞き取ったりする学習を在学中から

積み上げていくことが重要だと考え、国語科における

交流及び共同学習を実践し、その成果と課題を検証す

ることとした。
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２．研究の目的

　本校と附属小学校の学校間での交流及び共同学習を

通して、両校児童がかかわり合いながら共に教科のね

らいに迫ることのできる、教科学習での交流及び共同

学習の在り方について検討することを目的とする。ま

た、次期学習指導要領において求められている国語科

の学びと、交流及び共同学習とのかかわりについて考

察することを目的とする。

３．実践研究の内容と方法

⑴授業の概要

　対象児童は、本校５、６年生、それぞれ３名の計６

名と、附属小学校５年Ａ組34名とした。附属小学校児

童は、４年生の総合的な学習の時間の単元において、

遊びをとおした交流及び共同学習で本校児童とかか

わっていることから、かかわり合いの基盤ができてい

ると考え、この学年に設定した。

　本授業「きいてはなしてつたえよう」は、話し手の

意図を捉えて応える力、聞き手に伝わるように表現す

る力を高めることをねらいに、班で学校紹介ＶＴＲづ

くりに取り組んだ単元である。教師や友だちへのイン

タビューや、友だち同士の話合いなど、友だちと互い

に考えを伝え合う活動を単元全体に取り入れた。

　

⑵本校における授業づくり

　本校では、一人一人の教育的ニーズから作成した個

別の指導計画から具体化した、子ども一人一人の学習

のねらいを基点とし、授業を構想、展開、評価してい

る。そして、一連のサイクルの核として個別の教育支

援計画を位置付けて長期的な視点を取り入れることに

より、家庭や関係機関と連携して学習を重ねることを

重視している。

　交流及び共同学習においても、このサイクル（図１）

に基づいて、両校の子どもの学習のねらいを基点とし、

両校教師が共に授業づくりを行うことを考えた。こう

することで、実態や学習経験、学ぶ内容が異なっても、

子どもが共に学ぶことができる教材や活動、支援方法

を設定したり、見直したりしやすくなる。また、本校

の子どもにとっては、教育的ニーズに応じた学びの連

続の中に柔軟に交流及び共同学習を位置付けることが

できると考えた。

　以降には、図１における授業づくりの各段階（ａ、ｂ、

ｃ）に基づいて、本校５年生児童Ｃさんと附属小学校

児童の変容、及び本校と附属小学校教師の連携につい

て述べる。

   Ｃさんは、昨年度、附属小学校４年生との国語科に

おける交流及び共同学習で、壁新聞づくりを経験して

いる。ここで築いた友だちとの関係を生かし、同年代

の友だちとかかわりながら学習することで、国語科に

おけるＣさんの課題である「きくこと」の力を高めるこ

とができると考えた。また、Ｃさんの変容を捉えること

で、交流の側面とともに、共同学習の側面についても

検証できると考え、本実践での研究対象児童とした。

⑶構想段階（図１のａ） 

①児童の実態と学習のねらいの共有

　児童の実態とともに、学習のねらいを共有すること

に重点を置き、両校教師で打合せを行った。

　Ｃさんは、教師や友だちの誘いや依頼に対して、返

事をしたり活動を始めたりすることができつつある。

問いかけに対して、相手の意図とは異なる内容で応え

たり、応じなかったりすることがあるが、イラスト等

で補うことで、適切に応えることができつつある。

　附属小学校児童は、興味や関心のある話題を自分か

ら話す姿が多く見られる。一方で、相手によって話す

話題や伝え方を変えながらかかわる姿が少ないこと

が、附属小学校教師から課題として挙げられた。

　また、学習指導要領における段階や項目などを、次

のようにまとめ、共有した。Ｃさんの他、本校児童５

名分についても、合わせて以下に示す（表１）。

　学習経験や日常生活の様子などから実態を捉え、Ｃ図１　本校の交流及び共同学習における授業づくり
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さんは国語科における「聞くこと・話すこと」の中で

も「聞くこと」を重視し、「話の内容に合わせて答え

たり応じたりすること」を学習のねらいとした。同様

に、他の５名についてもそれぞれ学習のねらいを設定

し、附属小学校教師と共有した。

　附属小学校児童は、国語科における「話すこと・聞

くこと」から、「話し手の意図を捉えながら聞き、自

分の考えをまとめること」を学習のねらいとした。

　

②両校教師による単元指導計画の設定　

　両校教師は、個々の学習のねらいに迫るために、友

だちと思いや考えを伝え合う場面を多く取り入れ、互

いに話を聞いたり話したりする活動が必要であると考

えた。

　児童の実態や学習のねらい、単元の目標などを共有

する中で、本校は全20回、附属小学校は全７回、交流

及び共同学習は全６回の指導計画を立てた。交流及び

共同学習でかかわり合いながら共に学ぶべき内容と、

それぞれの教室で学ぶべき内容とを整理し、交流及び

共同学習を効果的に位置付けた。表２は、指導計画か

ら交流及び共同学習の指導計画を抽出したものである。

　導入段階では、学習活動全体を見通し、これから共

に学習する気持ちを高めることを重視した。展開段階

では、「学校紹介ＶＴＲ」をつくる中で、紹介したい

内容が伝わるように、互いの感想を聞いたり気付いた

ことを伝えたりすることを重視した。まとめ・発展段

階では、ＶＴＲを見て、自分の話し方や聞き方につい

て振り返り、日常生活の中でいろいろな人とのやりと

りに生かそうとする態度につなげていくことを重視し

た。

⑷展開段階（図１のｂ）

　交流及び共同学習の授業の前後には、学習状況や児

童の様子について両校教師で共有し、児童がかかわり

ながら学習するための活動や手立ての検討をすること

に重点を置き、両校教師で打合わせや振り返りを行っ

た。

①交流及び共同学習１回目

＜児童の学習活動概要＞

　学校を紹介するためのＶＴＲづくりを行うことを

確認した。本校児童がクラスの紹介ＶＴＲで自己紹

介したり、紹介したい内容を班別に考えたりした。

ⅰ．児童の様子

　班別にＶＴＲで紹介したいことをメモに書き出す際

には、Ｃさんは文字とともに絵をかいていた。友だち

にそのことを聞かれると「うん」と応えたり、友だち

が書いたメモを見たりすることがあった。附属小学校

児童の中には、昨年度も国語科での交流及び共同学習

表２　交流及び共同学習の指導計画

写真１　紹介したい内容を書くＣさん（右前）

表１　学習指導要領との関連
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をした経験がある児童がおり、「Ｃさんは絵が上手な

んだよね」「これはライオン？」などと、積極的に話

しかけたり、教師の言葉かけをまねたりして、かかわ

ろうとする姿が見られた。

ⅱ．両校教師が共有したこと・考えたこと

　交流の面では、初めての交流ということもあり、全

体的に緊張した様子が多く見られた。しかし、昨年度

Ｃさんと一緒に授業をした経験がある児童が中心とな

り、Ｃさんと積極的にかかわる様子も見られた。Ｃさ

んも今までの交流の経験があったことで、友だちから

の働きかけに視線を向けたり、言葉で応じようとした

りする姿が見られたのではないかと考えた。

　「聞くこと」の面では、メモがあることで、互いの

考えていることが見て分かるようになり、児童が互い

の考えを知る機会となったと考える。「○○さんは、

何を書いたの？」など、友だちの考えを聞こうと、自

然な形でのやりとりへとつながった。友だち同士のや

りとりにつなげるための手立てとして、付箋紙やカー

ドに考えを書く活動や、それらを動かしたり並べたり

する活動の有効性を確かめた。

②交流及び共同学習２回目

＜児童の学習活動概要＞

　学校紹介ＶＴＲで紹介する題材、相手、内容など

を考え、インタビューの計画を立てた。

ⅰ．児童の様子

　Ｃさんは、事前の本校のみの授業において、紹介す

る題材や相手などを教師と共に考えていた。そのとき

のワークシートを見て、付箋紙にそれぞれの項目に言

葉や絵をかいて考えを示していた。附属小学校児童も

同様に、それぞれの項目に記入して、シート（写真２）

に付箋紙を貼っていた。特に、質問内容については、

随時貼られていく付箋紙を見て新たな考えが浮かび、

次々と付箋紙への記入が進んでいった。

　付箋紙を書き終えると、附属小学校児童はシートを

見たり、指差したりしながら「Ｃさん、これ（付箋紙）

読んでみて」「『給食』のことは、○○先生に聞くのは

どうかな」など、やりとりする姿が見られた。また、

Ｃさんは、友だちが書いている様子に視線を向けたり、

書いた付箋紙を見て読もうとしたりする姿が見られ

た。

ⅱ．両校教師が共有したこと・考えたこと

　交流の面では、児童同士のやりとりが活発になって

きており、かかわり方を工夫し始めている姿が見られ

ている点を共有した。例えば、付箋紙を指差して働き

かけたり、「これを読んで」と依頼したりする姿など

である。また、Ｃさんとかかわりが少なかった児童が、

前回に比べてＣさんにかかわろうとする姿が多くなっ

た。他の友だちや教師のかかわり方を見て、かかわろ

うとする気持ちが高まった姿であると思われる。班と

しても、一体感が出てきていることを確かめた。

　「聞くこと」の面では、シートを見ることで友だち

の考えを知る機会となり、いろいろな聞き方をしなが

らかかわろうとする附属小学校児童の姿を確かめた。

例えば、相手の表情をよく見たり話をよく聞こうとし

たりする姿、質問する姿などである。Ｃさんにとって

は、自分が書いた付箋紙を基に友だちから話しかけら

れたことが、より相手の話に興味を持って応じる姿に

つながったと考えた。

　授業全体としては、児童同士のやりとりが活発に

なったが、やりとりの内容は本校児童へのサポートの

面が多く、互いのねらう「聞くこと」の姿が少なかっ

たことが課題として挙がった。互いのねらいに向けて、写真２　インタビューの計画を立てる際に使用したシート

写真３　�書いた付箋紙を手掛かりに、インタビューする内
を紹介するＣさん（右）
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それぞれの教室で学ぶ時間の学習について検討し、Ｃ

さんは相手の話の内容を適切に捉えることができるよ

うに、話し手を見ること、最後まで聞くことといった

聞き方について、附属小学校児童は自分たちが行った

インタビューの映像を見て、相手の表情をよく見るこ

と、質問することなどといった聞き方について考える

学習を取り入れる必要があることを確かめた。

③交流及び共同学習５回目

＜児童の学習活動概要＞

　インタビューを基につくったポスターや原稿を使

いながら、ＶＴＲに撮るために話す練習をした。互

いの話し方について「はなまるシート（評価シート）」

（写真４）を用いて、良さや改善点などを伝え合った。

ⅰ．児童の様子

　Ｃさんは、ペアの友だちとのやりとりを取り入れた

形式で発表の練習をした。発表の中で、ペアの友だち

が「ネコは何を食べるか教えてください」といった質

問をすると、Ｃさんは原稿を見て質問に合う答えを探

し、「ネコは魚を食べます」と話した。その後、自分

でかいたネコのイラストを指差し、ペアの友だちに見

せた。Ｃさんは友だちが話し出すのを待ってから答え

たり、内容に合うように答えたりすることができた。

ペアの友だちは、Ｃさんが話し出すまで待ったり、話

す姿を見守ったりする姿が見られた。

　友だちの発表を聞いた後には、「はなまるシート」

に花丸シールを貼ることで、互いに評価をした。Ｃさ

んは「はなまるシート」の３つの選択肢の中から、「よ

くできた」を選んで花丸シールを貼った。附属小学校

の児童は、Ｃさんに、「はなまるシート」を指さしな

がら「ぼくは、声の大きさが良かったと思う」と意見

を伝えたり、「Ｃさん、『よくできた』『もうすこし』

のどっち」などと、Ｃさんが答えやすいように、聞き

方を変えたりしていた。

ⅱ．両校教師で共有したこと・考えたこと

　交流の面では、班別の活動に慣れ、児童同士のやり

とりが自然になってきたことが話題に挙がった。互い

のことを理解し始めたことで、児童のかかわりがＣさ

んへのサポートから、より良い学校紹介ＶＴＲにする

ためのやりとりに変わってきている点を共有した。

　「聞くこと」の面では、Ｃさんにとって関係ができ

てきた友だちと、やりとりを取り入れた発表の形式に

したことが有効であったと考えた。Ｃさんにとって、

関係のできてきた友だちだからこそ、より相手の話を

聞き、話の内容を捉えようとする気持ちが高まり、友

だちが話し出すのを待つ姿や内容に合うように応える

姿につながったと考える。また、附属小学校児童は、

Ｃさんとの今までのかかわりの経験や教師がかかわる

様子を参考に、Ｃさんにとって分かりやすい言葉を選

んだり実物を指差したりすること、見守りながらＣさ

んの話をよく聞こうとすることにつながったのではな

いかと考えた。

⑸評価段階（図１のＣ）

　児童の姿から、身に付けた力や有効であった支援方

法などについて両校教師で確かめ、単元全体を以下の

ように評価した。

①Ｃさんの様子から

　単元全体をとおして、インタビューや話合い活動、

互いの発表を見合う活動など様々な形式で、友だちと
写真４　評価の際に使用した「はなまるシート」

（左：附属小学校、右：本校）

写真５　�友だちの発表を聞いて、「よくできた」の欄に花
丸シールを貼るＣさん（中央）
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やりとりする場面を取り入れたことで、相手の話をよ

く聞こうとする気持ちや、かかわる相手への関心が高

まったと考える。やりとりの際には、言葉だけでなく

考えを書いた付箋紙を使うこと、選択肢を選ぶことな

ど、考えを可視化したことが有効であった。このよう

にして、友だちとのやりとりを重ねる中で、話し手に

視線を向ける姿や、話の内容を適切に捉えて話したり

する姿が多く見られるようになったのではないかと考

える。

②附属小学校児童の様子から

　前年度の総合的な学習での経験から、特別支援学校

の友だちと交流及び共同学習を行うことに対して、関

心が高い様子が見られた。本単元の学習の中では、相

手の考えを聞き出そうと、話をよく聞いたり、相手の

言葉を捉え直したり、質問したりするなど、聞き方を

工夫する姿が多く見られた。特にＣさんとのやりとり

では、思いが言葉として表れにくいＣさんの表情や態

度を注意深く観察したり、文字を書いたりイラストで

選択肢を示したりしながらＣさんが応えるのを待った

りして思いを捉えようとしていた。そして、自分たち

の思いをＣさんに伝える際には、伝わる言葉を何度も

選び直すなどの工夫をしていた。また、学習や給食な

どで交流を重ねる中で、Ｃさんの得意なことやできる

こと、苦手なことを理解し、Ｃさんに合わせてやりと

りを行おうとする意識を強く持っている様子が見られ

た。単元全体をとおして、相手の様子に合わせて、言

語だけでなく非言語の要素にも注意を向けて意図を捉

えようとする子どもたちの姿から、交流及び共同学習

を位置付けたことが国語科における学習のねらいに迫

る上で有効であったと考えられる。

③単元を振り返って

　導入段階では、紹介したい内容をメモに書いたりそ

れについて聞いたりすることで、班の友だちと互いに

関心を持ちながら、活動を進めることができたのでは

ないかと考える。

　展開段階に入ると、「ＶＴＲをつくる」という共通

の目標に向かってインタビューや話合い活動を進める

ことが自然になった。これにより、国語科でねらう「聞

き方」に変化が表れてきたのだと考える。また、互い

の感想を聞いたり、気付いたことを伝えたりする際に、

考えを可視化したことは、児童が自分から友だちにか

かわるための１つのきっかけとなった。別の考えに触

れたり気付いたりできる環境ができたことで、よりか

かわり合いながら聞く力を高めることにつながったの

ではないかと考える。

　まとめ・発展段階で、ＶＴＲを見ながら自分の発表

を振り返る際には、Ｃさんへのサポートのためのかか

わりだけでなく、より良い学校紹介ＶＴＲにするため

に、話し方についての意見の伝え合いが活発に行われ

るようになった。

　単元全体をとおして、両校児童とも、話し手に視線

を向けて聞こうとする姿、相手に考えが伝わるように

言葉選びや質問の仕方を変える姿、イラストや文字を

かいて伝えるなどかかわり方を工夫しながら聞こうと

する姿が多く見られるようになった。「聞くこと」の

力が高まった姿と受け止める。

　また、学習のねらいに向けて、それぞれの教室で学

ぶ時間の学習活動について、両校教師で検討しながら

学習を進めたことが、児童の聞く力を高めるために有

効であったと捉えている。交流及び共同学習の際には、

それぞれの教室で学習したことを生かし、話の内容を

的確に捉えようと注意深く聞いたり応じたりする姿

や、相手の表情や様子を気にかけたり、言葉を選んだ

りしながら聞こうとする姿につながったと考える。

　今後も、児童の交流面での姿を捉えながら教科のね

らいに迫る手立ての工夫や評価を重視して、授業の展

開の仕方を検討していくことが必要である。

④両校教師の評価

　単元後、両校教師から、次のような成果が挙がった。

＜本校教師＞

・�小学校教師からの国語科の専門的な意見が、本校児

童の支援や、評価の際の姿の見直しにつながった。

・�集団指導や教科指導の在り方について学ぶ機会と

なった。

＜附属小学校教師＞

・�子ども一人一人の特性や学習状況を丁寧に見取り、

それに合わせて具体的に手立てを考えるといった特

別支援学校教師との検討が参考になった。

　

　また、両校教師で共通して取り組みたい課題として、

集団指導の中で一人一人の学習を保障できる指導のあ

189



三澤哲彦・早川愛美・近藤　智・木村素子・霜田浩信・河内昭浩・坂西秀昭・今井　東

り方や手立ての検討が挙がった。

　授業の中で、附属小学校教師がそれまで気付かな

かった附属小学校児童の様子に本校教師が気付き、適

切な手立てを講じたことで、附属小学校児童がそれま

で以上に学習に積極的に取り組めるようになった、と

いう場面があった。一人一人の丁寧な見取りや児童の

特性に応じた指導や支援を行うといった本校教師の専

門性が生きた場面であると考える。このように互いの

専門性を生かしながら、授業づくりや指導・支援を行

うことの有効性を感じた。両校教師の専門性を生かす

ことで、それぞれの児童のねらいの達成に向けて、よ

り適切な学習活動や手立てを取り入れた授業の構想に

もつながると考える。

４�．次期学習指導要領における国語の学びと交流
及び共同学習

⑴国語科の改善事項−「学習過程の明確化」

　次期学習指導要領における国語科の学習内容の改善

事項に、学習過程の明確化がある。学習過程の明確化

は、現行学習指導要領においても重要な改善事項で

あった。今回さらに現行の内容を見直して再整理した

背景には、言語活動の奨励の中で、主たる活動ばかり

に焦点が当てられる傾向が強かったことが背景にあ

る。次期『小学校学習指導要領解説国語編』には以下

のようにある。

　�　ただ活動するだけの学習にならないよう、活動を

通じてどのような資質・能力を育成するのかを示す

ため、現行の学習指導要領に示されている学習過程

を改めて整理している。（次期『小学校学習指導要

領解説国語編』９頁、傍線部は引用者による、以下

同じ）

　「ただ活動するだけの学習にならないよう」にする

ためには、主たる活動に至るまでの学習を明確にして、

単元として計画する必要がある。言うまでもなく国語

科は言葉の学びの場である。その言葉の学びは、主た

る活動以外の、あらゆる過程、場面でも存在している。

主たる活動が何であるかの説明を聞く。どのように主

たる活動を行うかを話し合う。それらすべてが言葉の

学びの場である。主活動とその成果のみに焦点を当て

るのではなく、単元全体として、言葉の学びを捉えて

いく必要がある。

　交流及び共同学習においては、障害のある児童への

配慮のもと、学習過程を重視した単元計画が必然とな

る。今回の学習単元「きいてはなしてつたえよう」の

主たる学習活動は、「学校紹介ＶＴＲをつくろう」で

ある。しかし実際のＶＴＲづくりは、単元後半の一コ

マにすぎない。ＶＴＲづくりに至るまでの活動、イン

タビュー練習やクラス紹介など、に多くの時間が割か

れている。そうした様々な活動、場面の中で、児童は

少しずつ言葉を学んでいく。交流及び共同学習によっ

て、国語科が目指す学習過程の明確化を一層促進する

ことが可能になる。

⑵障害のある児童への配慮についての事項

　また次期『小学校学習指導要領』には、各教科の「指

導計画の作成と内容の取扱い」欄に、現行にはない以

下の項目が加えられた。

　�　障害のある児童などについては、学習活動を行う

場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の

工夫を計画的、組織的に行うこと。（第３、1（9））

　現行の小学校学習指導要領では、「総則」において、

障害のある児童などへの配慮が記されているのみであ

る（現行、第４、1（7））。次期小学校学習指導要領で

は「総則」欄の記述が拡充されるとともに、各教科に

上記の一文が付記された。

　この項目について、次期『小学校学習指導要領解説

国語編』では、「国語科の目標や内容の趣旨、学習活

動のねらいを踏まえ、（中略）児童の学習負担や心理

面にも配慮する必要がある」（159頁）とし、以下のよ

うな、具体的な配慮の例を挙げている。

　�　声を出して発表することに困難がある場合や、人

前で話すことへの不安を抱いている場合には、紙や

ホワイトボードに書いたものを提示したり、ICT機

器を活用して発表したりするなど、多様な表現方法

が選択できるように工夫し、自分の考えを表すこと

に対する自信がもてるような配慮をする。（次期『小

学校学習指導要領解説国語編』159頁）
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　今回の学習単元「きいてはなしてつたえよう」では、

上記に即した配慮が取り入れられている。主たる学習

活動は「学校紹介ＶＴＲをつくろう」であり、上記の

「ＩＣＴ機器を活用して発表」の部分に相当する。ま

たＶＴＲ作成に至る過程において繰り返し「紙やホワ

イトボードに書いたもの」が利用されている。本研究

は、次期学習指導要領の求める、障害のある児童に対

する国語の学びの姿を追求したものであると言える。

　また学習単元「きいてはなしてつたえよう」は、交

流及び共同学習によって形成されている。今回の交流

及び共同学習でしばしば、附属小学校の児童自身が、

障害のある児童への配慮を主体的な行動として示す場

面が見られた。次期小学校学習指導要領で想定されて

いる障害のある児童への配慮の主体者は、教師である。

もちろん本学習単元も、複数の教師による様々な配慮

によって成立している。しかしそれだけではなく、交

流及び共同学習の中では、児童が配慮の一端を担うこ

とができる。さらにそれは単なる配慮にとどまらず、

国語科における双方の児童の深い学びにもつながって

いる。そのことについて次項で述べる。

⑶国語の学びを深める交流及び共同学習

　交流及び共同学習による学習単元「きいてはなして

つたえよう」では、附属特別支援学校、附属小学校共

通のねらいが次のように設定されている。

　　相手の意図や思いを捉えて応じること。

　現行学習指導要領、次期学習指導要領ではそれぞれ

以下の項目が該当する。

　［現行学習指導要領］

　・特支：�身近な人の話を聞いて、内容のあらましが

わかる。（３段階（１））

　・小学：�話し手の意図をとらえながら聞き、自分の

意見と比べるなどして考えをまとめるこ

と。（５・６Ａエ）

　［次期学習指導要領］

　・特支：�相手の話に関心をもち、自分の思いや考え

を相手に伝えたり、相手の思いや考えを受

け止めたりすること。（３段階［思考力、

判断力、表現力等］Ａカ）

　・小学：�話し手の目的や自分が聞こうとする意図に

応じて、話の内容を捉え、話し手の考えを

比較しながら、自分の考えをまとめること。

（５・６Ａエ）

　次期特別支援学校学習指導要領では、「相手の話に

関心をもち」という文言が、また次期小学校学習指導

要領では、「自分が聞こうとする意図に応じて」とい

う文言が加えられている。いずれも現行に比べ、より

「聞く」という行為に主体的・対話的な態度を促すも

のである。

　「聞く」という活動は受動的な態度と捉えられやす

い。実際に国語科以外の、特別活動や日常生活におい

ては、静かに聞く、しっかり聞くといった、受動的な

聞く態度が求められる。しかし国語科における言葉の

学びとしての「聞く」では、関心をもって自ら聞く態

度が必要になる。そしてそうした主体的な「聞く」は、

アクティブラーニングの入り口となり得ることがしば

しば指摘されている（溝上2014、藤森2016など ）。

　交流及び共同学習は、主体的・対話的な、次期学習

指導要領の求める「聞く」態度を必然とさせる学習形

態である。特別支援学校の児童にとって、本学習の「聞

く」対象は小学校の児童の話である。日常の身近な友

人や家族のそれではない。現行特別支援学校学習指導

要領では「身近な人の話」とあるのに対し、次期特別

支援学校学習指導要領では「相手の話」とされている。

身近ではない相手の話を聞くことには、緊張感や抵抗

感が伴う。そうしたものを和らげるために、本学習単

元では給食や休み時間の交流も織り込まれている。し

かもこの交流は昨年度から続けられている。そうした

中で特別支援学校の児童の、小学校の児童の話への関

心が少しずつ醸成されていった。そしてさらに単元後

半のＶＴＲ作成の活動の中では、小学校の児童の指摘

に対応して、特別支援学校の児童が、話すという表現

行為を改善させていく姿が見られた。相手への関心の

高まりが、自らの表現の深まりにつながっていた。

　また小学校の児童にとっても、交流及び共同学習が

学びを深める有効な手立てになっている。次期小学校

学習指導要領にある「自分が聞こうとする意図」とは、

一般に話の内容に関する事柄を指す。しかし相手であ

る特別支援学校の児童から話を聞き出すためには、多

くの工夫が必要になる。相手が話しやすい場づくりを
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したり、相手の話の内容を想像したりする必要が生じ

る。そうした中で、他者との違いを理解し、尊重する

態度を小学校の児童は身に付けていく。交流及び共同

学習は、次期学習指導要領にある、育成を目指す資質・

能力の「学びに向かう力・人間性の涵養」につながる

学習であると考えられる。

⑷「言葉の学び」の往還

　原田（2017）によると、インクルーシブな国語科授

業づくりには、「包摂」と「再包摂」の状態が生まれ

ることが必要であるという。「包摂」を「発達障害の

ある子どもなど特別な支援を要する学習者を学びの場

に参加させている状態」（124頁）、「再包摂」を「定型

発達の子どもたちを、特別な支援を要する子どもとの

かかわりを通して新たな学びの場に参加させている状

態」（124頁）であるとし、さらに次のように述べてい

る。

　�　ことばを学ぶことに終わりはないことを考えたと

き、「包摂」と「再包摂」が子どもたちのあいだで次々

と生まれるような、動的なサイクルをめざすことが

国語科授業で求められているのです（125頁）。

　今回の学習単元は、上記のような、まさに「包摂」

と「再包摂」が次々と生まれるような状態であったと

思う。しかし具体的な「言葉の学び」、例えば本単元

で身に付けた語彙は何か、言語技術は何かなど、を検

証するまでには至っていない。「包摂」と「再包摂」

の往還の中で、互いに身に付け合うことのできる言葉

の力は何なのかを、今後具体的に明らかにしていきた

い。往還の中で身に付く言葉の学びの体系ができれば、

そのときこそインクルーシブな国語科の授業が確立し

たといえるであろう。

注
　溝上（2014）は、意欲的に「聴く」態度はアクティブラーニ

ングの中でも否定されるべきではないと言う（13頁）。また

藤森（2016）は、アクティブとは子どもの精神活動であるとし、

一方的な講義の中でもアクティブラーニングは成立するとし

ている（17頁）。
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